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火花における電流と光の波形を Cb のスペクトル線について測定した結果であって， (1 )イオン線
は放電の初期に最大のピークが現れるが，中性線はそれより遅れてピークに達しその減衰も遅く電流が零ー
になった後もなお発光している。( 2 )イオン線では繰返しの放電ととの変動は小さいが，電流波形に変
動がないのに中性線の波形は変動する口 ( 3 )この変動は放電凪路のインダクタンスが小さい程小きくな
る。これらの結果の適用例として Pb のスペクトル線について光の波形をしらべて，未解析の中性線と





























期パルス測光法を分光分析装置へ応用した結果である。鉄鋼中のSiを分析する時 SiI2881.6A には Fell
2880.8A が重って通常の分光器では分離できないので， 遅延時間 10μsec ・ rj1 100内ec のパルス測光で
イオン線の強い聞は測光せず中性線が強くなってから測光を始めると， Fell の妨害が減少し分析精度が増
すこと，叉鉄鋼中のCを分析する時， C 1[ 2297.6Aの妨害線 Fe1 2297.8A を li15内ec のパルス測光で，
イオン線の強い放電の初期だけ測光すると，分析精度が増す乙とを実証している口
以上のように著者は，定量発光分光分析に普通使用される火花放電で中性線・イオン線・空気線および
パックグラウンドの波形と時間的ずれを定量的に測定し，ずれのある場合には他の妨害線を時間的に分離
して測定する可能性を明かにし，光電子増倍管および所要の遅延時間と巾をもっパルス回路よりなる同期
パルス測光装置を完成して，担u光の SjN 比を改善すると共に，定量発光分光分析で妨害線の影響を減少
して分析精度が増すことを実証した乙とは，従来の連続測光による分析法の弱点を除去した新しい定量発
光分光分析法の基礎を確立したもので，この研究は工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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